三岡八郎宛ウィリアム・エリオツト・グリフィス書状再考 by 膽吹, 覚
三岡八郎宛ウ ィリアム ・エ リオ ツ ト・グ リフィス書状再考
膽吹 覚
福井大学国際交流センター紀要 創刊号2014　11　別刷
Journal of International Center, University of Fukui 
 Vol.1 (November 2014)
白山之高ハ
福井大学国際交流センター紀要 創刊号
ると、彼 はこの年 の夏休 み、1871年8月21日か ら同月27日 にか けて、一行6名 で 白山登 山を し
てい る。そ して、福 井に戻った グ リフィスは同月28日 付 の姉マ ギー宛 の書簡 に 白山登 山の様子 を
詳 しく綴 ってい る。そ の中に
blanket, boiled water and
I secured a sheltered place among the rock,
tested its boiling point; it boiled at 195, which
Hakusan about 9230 feet, a little more than two-thirds the height of Fsiyama.
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との記述が あ り、 こ
れ もまたグリフィス書状の記述 と一致す る。
この よ うに グ リフィス書状 に記 され た 「八月十 日」(明治4年8月10日)と い う日付 を西暦の
1871年9月24目 に置 き換 えて、 その書 状 とグ リフィスの 日記や 書簡 とを照合す るな らば、両者
の記述 に齟齬 は見 られない。 ゆえに、本稿 で考察 してい るグ リフ ィス書状 の成立 はその書状 に記
され た 日付 、明治4年8月10日(1871年9月24日)と 見 て間違 いないで あろ う。なお、由利公
正 か らグ リフ ィスへの返信 で あるが、 こち らもその書誌 な らび に翻刻 文 に修正点 はない。 また、
そ の 目付 が明治4年(1871)「十 月十 日」(1871年11月22日)で あるこ とも変 更はない。
最後 に、本学所蔵 のグ リフィス書状 につ いて、和暦 と西暦 を併記 して、その成立 の経緯 を整理
してお きたい。 明治4年8月9日(1871年9月23日)の 夜、 グ リフ ィスは東京 の三 岡八郎(由
利公正)に 宛 てて、 「チーチ ャル ス ・トレーニ ング ・スクール 」(師範 学校)創 設 に関す る私見 を
述べた書簡 を書い た。 この時の書簡 は英文 であ った と推定 され る。翌10日(24日)、 グ リフィス
の側近の人が グ リフィスの書簡 を和文 に翻訳 し、浄 書 した。 これ が本学所蔵 の グ リフィス書状 で
あ る。その後 、由利 は同年10月10日(1871年11月22日)付 で、グ リフ ィスの意見 に賛成 の立
場を示 し、本件 を大木喬文部卿へ進 言 したい との旨を記 した書簡 を、福井 のグ リフィス に返送 し
たのであ る。
以上、山下氏のご教示に基づいて前稿の修正点を述べた。なお、本学所蔵のグリフィス書状が
グリフィスの伝記研究に新たな一面を提供する資料であり、かつ 日本教員養成史研究に於 ける貴
重な史料であるとい う筆者の評価は、前稿に述べた通 りであ り、変更はない。
付記
本稿 に於 けるグ リフィスの 日記 の引用 は、山下英一 『グ リフィス と福 井』(増補 改訂版 、エクシ
ー ト、2013年3月刊)に 拠った。また、グ リフィスの書簡 の引用 は、同上 『グ リフ ィス福井書簡』
(シナ ジー 、2009年6月刊)に 拠 った。末筆 なが ら、ご多用 の 中、 ご教示いただいた 山下英一先
生 にお礼 申 し上げます。
